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1. はじめに 

近年、日本に限らず様々な国で「少子高齢化

の進行」や「都市部へ移動する人々の増加」な

どの多くの要因により地方での過疎化が進

行・深刻化している。それに伴い顕著化し深刻

になっている、過疎化が進んだ地域でのエネル

ギー供給に関する問題についてその一例であ

る「ガソリンスタンド過疎」に着目し、その原

因や解決方法について考察しつつ、過疎化とエ

ネルギー問題について述べようと思う。 

2. ガソリンスタンド過疎 

2.1 「ガソリンスタンド過疎」とはなにか 

 その市町村内でのガソリンスタンドの数が

3か所以内、または最寄りのガソリンスタンド

までの道路距離が 15km 以上ある市町村をガ

ソリンスタンド過疎地という。参考にした資料

によるとガソリンスタンドは平成 6 年時点で

全国 60,421 か所あったものの、平成 26 年時

点では 33,510か所に減少し、それに伴いガソ

リンスタンド過疎地は全国約 300 か所を超え

今でも増加しているという。ガソリンスタンド

の大幅な減少には様々な理由が考えられるが、

そのうちの主たる理由として少子高齢化・地方

の過疎化による経営者の高齢化や後継者不足、

労働者不足があげられる。少子高齢化・過疎化

による労働力の減少は止めることが困難であ

り、今までの体制では現存するすべてのインフ

ラを維持することは困難であると私は考える。 

 

 

2.2 ガソリンスタンド過疎深刻化への解決策  

前で述べたように、今の体制では、現存する

すべてのインフラの維持は困難である。そのた

め、新しい体制によりガソリンスタンド過疎問

題のような少子高齢化・過疎化により今後さら

に深刻になっていくであろうと考えられるエ

ネルギー問題を解決しなければ根本的な解決

にならないだろうと私は考えた。以下では、私

の思いついた三つの解決策について「実現性」

「持続可能性」の二つの面から深堀していこう

と思う。 

2.3 電気自動車の導入・購入の促進 

 まず一つ目は「電気自動車の導入・購入の促

進」だ。参考資料によると、2022 年における

日本の EV(電気自動車)の普及率(EV の販売台

数/全体の販売台数)は全体の約 1.42%であり以

前と比べると順調に増加しているようだ。政府

や自治体は電気自動車の普及拡大のため、都道

府県別だと東京都で最大 60万円、市区町村別

だと長野県軽井沢町で最大 30万円もの補助金

を出し買い手の支援を行っている(これとは別

に国から最大 85万円、都道府県若しくは市区

町村から補助金が出る)。その結果として、普

及率増加に結びついたのだろう。(この章の最

後に一例として東京都の電気自動車に対する

補助金の推移を表した資料を共有する )  

しかし、その割合は年々増加しているとはいえ

ガソリン車、HEV とは全くもって比にならな



い。ガソリン過疎地の一つである世羅町の補助

金について調べてみた結果、国からは最大金額

の 85万円が補助されているものの広島県と世

羅町からは補助金が出ていないようだ。また、

湯梨浜町や岩国市などの地域でも同様であっ

た(これらも同様にガソリンスタンド過疎地で

ある)。電気自動車の相場は 300~600万円とガ

ソリン車の相場である 100~300万円の 2~3倍

する。そのため、国からの 100 万円近い補助

金があったとしても中々手を出しにくいだろ

う。また、電気自動車が普及するには、電気を

補充する専用の充電ステーションの配備も必

要になり、多額の資金の投入が必須になるだろ

う(充電ステーションは一台で数十万~数百万

する)。これらの金銭的な観点から「実現性」

を見てみると、県や自治体の協力なしでのガソ

リンスタンド過疎地における電気自動車導

入・購入の促進は難しいだろう。またこれと同

様に、「持続可能性」においても、電気を補充

する充電ステーションの配備次第なので「実現

性」と同様の結論になる。しかし、一度導入さ

れてしまえばガソリンに頼る必要がなく電気

からエネルギーを補充することになるため、ガ

ソリンスタンド過疎地でもエネルギーの供給

が容易になるだろう。 

 

(東京都の補助金の推移) 

2.4 AIの導入による自動化 

二つ目は「AI の導入による自動化」だ。近

年、世界では AI の進化が目覚ましく AI によ

る仕事の自動化により自分の職を奪われてし

まうのではないかという畏怖の感情を抱くも

のがいるほどだ。しかし、もしそれが人手の足

りない仕事に導入されたらどうだろうか。それ

こそ労働力不足により経営難に陥っているガ

ソリンスタンドなどに。AI による仕事の半自

動化のおかげで一人の従業員のみでガソリン

スタンドの経営を行うことができるようにな

ればガソリンスタンドの数が全国的に回復し

ガソリンスタンド過疎地も減っていくと考え

られる。これの実現のためにもやはり高額な投

資が必要になる。それを全国のガソリンスタン

ドで行うというのは「実現性」の観点から見る

と不可能に近いと思われる。しかし、従業員が

十分におり、自動化がなくても十分に経営がで

きるガソリンスタンドにおいては AIの導入は

不必要である。AI の導入はガソリンスタンド

過疎化が特に深刻化している地域のみに絞っ

てなら十分可能であると思う。これにも当然国

や都道府県、市区町村の協力が必要になる。「持

続可能性」の観点から見ても十分に設備のメン

テナンスを行い、しっかり管理をすれば問題は

ない。 

2.5 地域の特徴を生かした発電による 

       エネルギーの地産地消 

最後は、「地域の特徴を生かした発電による

エネルギーの地産地消」だ。これによりガソリ

ンスタンドへの依存から脱却することで、ガソ

リンスタンドが必要となくなりガソリンスタ

ンド過疎は問題ではなくなると考えた。日本中

には様々な特色を持った地域が数多く存在し、

それらのどの地域もその特徴による影響を少

なからず受けている。これにより発生する問題

も数多く存在し、その種類も地域によって多種

多様に変化する。そんな地域特有の問題を発電

に利用できたらその問題自体の解決にもエネ

ルギー供給問題の解決にもつながる。また、日

本の新たな文化として取り入れることができ

たら一石三鳥になるのではないかと私は考え

た。今これを読んでいる人々の多くは「そんな

都合の良い話、あるはずがない」と思っている

だろう。それでは、これを実現できる可能性の

ある福岡の事例を紹介しようと思う。福岡県に

は、これといった大きな水源がなくこれにより、

渇水が問題となっていた。これへの解決策とし

て県は「まみずピア」を開設し、海水から真水

をとりだせるようにし渇水問題を解決の方向

へと導いた。また、その副産物として発生し、

最近まで問題となっていた濃縮海水を新たに

浸透圧発電へ利用し、弊害解決とともにエネル



ギーの生成も可能にした。これは、この特殊な

条件がそろった福岡県だからこそ可能な発電

方法であり、この技術を無尽蔵に存在する海水

へ応用することができるようになれば電気問

題の解決にもつながるだろう。また、これを福

岡の特徴の一つとして PRしていくことで、将

来的に福岡の特徴的な文化の一つとして数え

られるのではないかと思う。他にも、豊富な川

であふれる北海道において小水力発電を導入

したり、潮汐の満ち引きが激しい鳴門海峡や関

門海峡で潮汐力発電を導入したりするなどそ

の地域の特徴を生かすことのできる発電方法

を導入し、新たな文化を形成していくことで

「持続可能性」の観点から見ても「実現性」の

観点から見ても十分その必要条件を満たすこ

とができる。このようにして、それぞれの地域

が独自の発電方法を新たなる文化として形成

することで、ガソリンスタンド過疎によるエネ

ルギー問題も解決が可能になると思う。 

3. まとめ 

2 で私が述べたガソリンスタンド過疎への

解決策は、これまでの体制に現代の技術を導入

して解決を図る方法とガソリンスタンドへの

依存から脱却し、まったく新しい体制を形成す

ることで解決を試みる二つの方法に分類する

ことができる。これはガソリンスタンド過疎へ

の解決策だけにいえることではなくその他の

過疎化によるエネルギー問題への解決策にも

当てはまる。「実現性」から見てみると後者よ

りも前者の方が低リスクで比較的容易に実現

できると思う。しかし、「持続可能性」におい

ては後者の方が圧倒的に優れていると思う。こ

れからの日本は、少子高齢化・過疎化によりさ

らにエネルギー問題が深刻化すると予測でき

る。これに対応し、この問題をほぼ恒久的に解

決するためには、2の冒頭で述べたように、リ

スクを背負いながらも新たな体制よってエネ

ルギー問題を解決していかなければならない。

その一つとして、私は、地域の特徴を生かした

「伝統的な発電方法」を作り、エネルギーの観

点からみて他と独立することこそ最適な解決

策なのではないかと考えた。 
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